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掘師会 2021 年初夏会報 
（日本における地下掘削の技術向上並びに継承するために設立された会） 

一般社団法人掘師会 

東京都練馬区大泉学園町 

理事⾧ 内山 剛 

 

１．理事⾧挨拶 

           2020 年コロナ禍、志を持った皆様と一般社団法人掘師会を立ち上げることがで

きました。この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。 

           掘師会は、地質調査のプロフェッショナル集団です。皆様とスキルを高め合っ 

ていき、お客様の期待に応える力を磨いていきたいと考えています。 

           引き続き、皆様のご協力をお願い申し上げます。          内山 剛 
 
２．運営会議報告 

開催日 2021 年 3 月/4 月 場所 オンライン等 参加者 理事⾧、理事他 

内容 １）弊会の所属会員の強み 

 以下の２つのスキルが高く、弊会の強みと言える。 

 ①現場状況に臨機応変に対応できるボーリング技術 

 ②お客様とのコミュニケーション力 

２）弊会の強みの活かし方 

 弊会所属会員であることで、お客様に安心感を与えたい。 

３）弊会を知ってもらうには？意見抜粋 

 ・弊会所属会員の証として、トラック側面に「掘師会シール」を貼ったらどうか。 

 ・ホームページを作ったらどうか。等 
 
３．今後の活動について 

（１）「ボーリングツール」メーカーの工場見学会 

 本年始めに工場見学会を検討したが、新型コロナウイルスが終息したとは言えず、日程検討保留。 
  
 ＊検討中の工場見学会 

 ①ダイヤモンドビッド製造工程 

  千葉県の工場。春以降（コロナ禍であり、状況に応じて見学日を決める）。 

 ②メタルクラウン製造工程 

  愛知県の工場。春以降（コロナ渦であり、状況に応じて見学日を決める）。 

 

（２）掘師会の強みを活かした事業の推進 

 技術力の向上とともに、引き続き、掘師会の会員の強みを活かした事業を検討していきます。 

 

（３）掘師会の強みを知ってもらう 

 まずは掘師会を知ってもらうこと、そして、掘師会が「ボーリング業務の信頼の証」と認知されること

を目指していきます。 
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５．トピックス 

他人事ではない熱中症対策！ 

 熱中症は誰もが発症するおそれがあり、他人事ではありません。 
 
１．熱中症とは 

（１）定義 

厚生労働省の「熱中症を防ごう」によると、熱中症とは、高温多湿な環境下で、体内の水分及び塩分

（ナトリウムなど） のバランスが崩れ、体内の調整機能が破綻すると発症する障害の総称です。 

 

（２）症状 

 下表の症状が出た場合、熱中症が疑われ、軽症Ⅰ度～重症Ⅲ度に分けられます。 
 
＜表：熱中症の症状と分類＞ 

度（重症度） 重症度 

Ⅰ度（小） めまい・失神（立ちくらみ）、筋肉痛・筋肉の硬直（こむら返り）、大量の発汗。 

Ⅱ度（中） 頭痛・気分の丌快・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱等。 

Ⅲ度（大） 意識障害・痙攣・手足の運動障害、高体温。 

出所：厚生労働省発行リーフレット「熱中症を防ごう」 

 

２．熱中症対策 

 令和３年春から環境省と気象庁が「熱中症アラート」を発信し、全国的に熱中症への警戒を強めてい

ます。厚生労働省は、熱中症対策として作業環境管理・作業管理・健康管理等を挙げています。 

  

（１）作業環境管理 

 ●高温多湿環境下の作業を避けるとともに、近隣に涼しい休憩場所を設けましょう。 

 

（２）作業管理 

 ●熱がこもりやすい服装は避け、通気性が良い服装等を心がけましょう。 

 ●こまめに塩分や水分を補給しましょう。 

 ●作業に没頭して、塩分や水分補給や休憩を忘れないよう、お互いに注意しあいましょう。 

 

（３）健康管理 

 ●睡眠不足・体調不良・前日の飲酒・下痢等による脱水症状、等熱中症に影響を及ぼさないよう、 

  普段の健康管理にも注意しましょう。 
 
参考文献：厚生労働省「熱中症を防ごう！」リーフレット掲載資料 
 
執筆：2021 年 5 月 3 日 小島康（事務局） 

編集：掘師会事務局（合同会社ココジマ） 


